授業担当計画



	学期
	月
	章の学習内容
	時間数

	第１学期









	



4月




5月






6月






7月



	第１章　ベクトル

	
	
	第１節　平面上のベクトルとその演算
１　平面上のベクトル
２　ベクトルの和・差・実数倍
３　ベクトルの成分
４　ベクトルの内積
研究／三角形の面積
節末問題
	

0.5
2.5

2
3.5

1

	
	
	第２節　ベクトルと平面図形
１　位置ベクトル
２　位置ベクトルと図形
３　ベクトル方程式
研究／円のベクトル方程式
節末問題
	

2
1.5
2.5

1

	
	
	第３節　空間のベクトル
１　空間の点の座標
２　空間のベクトル
３　空間のベクトルの内積
４　空間の位置ベクトル
研究[発展]／点Pが平面ABC上にある条件
５　座標空間における図形
研究[発展]／平面の方程式
節末問題
	
1
2
1.5
2.5


1.5

1

	
	
	章末問題
探Q広場
	2

	
	
	計
	28

	第２学期
	

9月


10月

	第２章　複素数平面

	
	
	第１節　複素数平面
１　複素数平面
２　複素数の極形式
３　ド・モアブルの定理
節末問題
	
2
2.5
2.5
1



	学期
	月
	章の学習内容
	時間数

	第２学期
	




11月











12月
	第２節　平面図形と複素数
１　平面図形と複素数
研究／一直線上にある条件，垂直に交わる条件
２　方程式の表す図形
節末問題
	
1.5


1.5
1

	
	
	章末問題
探Q広場
	2


	
	
	計
	14

	
	
	第３章　平面上の曲線

	
	
	第１節　２次曲線
１　放物線
２　楕　円
３　双曲線
４　2次曲線の平行移動
５　2次曲線と直線の関係
研究／2次曲線と接線の方程式
研究／2次曲線と離心率
節末問題
	
1
2.5
2.5
1
1



1

	第３学期
	

1月






2月
	第２節　媒介変数表示と極座標
１　曲線の媒介変数表示
研究／いろいろな曲線の媒介変数表示
２　極座標と極方程式
研究／2次曲線を表す極方程式と離心率
３　いろいろな曲線
節末問題
	

2.5


2.5


1
1

	
	
	章末問題
探Q広場
	2

	
	
	計
	18

	
	全章　計
	60








	第４章　数学的な表現の工夫　※

	第１節　統計グラフの活用
１　統計グラフの利用(Ⅰ)
２　統計グラフの利用(Ⅱ)
	
2
3

	第２節　行列の活用
１　行　列
５　行列と離散グラフ
コンピュータの活用
	
2
3

	探Q広場
	

	計
	10



数学Ｃの標準単位数は2単位
1単位は年35週であるが，行事や試験で削られることを配慮し，1単位につき30時間内でとるようにしている。

※「第４章　数学的な表現の工夫」については，数学Ｃが選択2単元であることから，選択されることが少ないと予想され，時間数だけを掲載している。この章も履修する場合は，時数としては少ないから，適宜，他の単元と組み合わせていただきたい。

※「第２章　複素数平面」は，「第１章　ベクトル」を学習してから扱う方が望ましいが，「複素数平面」を先に履修しても差し支えはない。

※この数学Ｃは，数学Ａの「図形の性質」，数学Ⅱを既に学習していることを前提に編集している。


この配当時間数は1つの案であって，諸般の事情のもとではもっと違った案も考えられる。
例えば，以下のようなことが考えられる。
・「第１章　ベクトル」は，数学Ａの「図形の性質」を学習した後に扱うことも考えられる。
・「第３章　平面上の曲線」は，数学Ⅲの「微分法」と関連があるため，「微分法」の学習の前に扱うことも考えられる。
・「第４章　数学的な表現の工夫」は，各節が独立しているから，生徒の実態に応じて取捨選択して扱うことも考えられる。また，長期休みの課題などにすることも考えられる。



授業展開例

深進数学シリーズは，随所に設置された「深めよう」を利用することで，生徒の学びを深めたり，ひろげたりしながら授業を展開することができる。「深めよう」を扱わずとも，本文の学習に影響を及ぼさないように構成しているから，様々な扱い方が考えられる。以下はその例である。

◎「深めよう」の活用例
① 授業の中で解説する。
本教科書では，既習内容に対しては「既習線」を入れている。この箇所を軽く扱うことで，授業時数を約1～4 時間削減することができる。削減した時間を利用して，「深めよう」を無理なく扱うことができる。その際，朱註編には，それぞれの「深めよう」に対して，学習にかかる時間の目安を記載している。問いかける内容と時間を考慮しながら，選択的に扱うとよい。
② 週末課題とする。
「 深めよう」のQRコードを読み取れば，解説や解答例を確認することができる。授業の中で問いかけておき，生徒の自宅学習として考えさせる。
③ 協働的な学びに活用する。
授業の中で生徒同士で話し合って考えさせ，得た結論を発表させる。さらに，条件をひろげて一般的に考えさせたり，他の問題に活用させたりする。

上記のように「深めよう」を利用しながら，その他の教科書のコーナーを以下のように活用するとよい。
① 「Q」を活用する。
本教科書では，これまでに学習した知識を用いて，新たな考え方を身につけることができる「Q」というコーナーを設けている。例えば，生徒同士で話し合わせて考えさせ，得た結論を発表させるなどのようにして，このコーナーを扱うとよい。
② 確認問題の「思考・判断・表現」問題を活用する。
本教科書では，各確認問題に必ず「思考・判断・表現」問題を1 題掲載している。思考力，判断力，表現力を養えるように，本文の例や問とは一線を画すような出題形式のものなどを扱っているから，各節の学習を終えた後にこの問題に取り組ませるとよい。
③ 章末の「探Q広場」を活用する。
本教科書の各章末に，その章の学習内容と関連する日常の課題について，登場人物たちが会話形式で解決する「探Q広場」というコーナーを設けている。会話形式の問題として取り組ませたり，扱っているテーマについて生徒同士で考えさせたりするとよい。

「Q」は，これまでに学習した知識を用いて，課題を通して新しい考え方を習得していくものであり，本文として埋もれていたり，例として扱われていたりする内容を，その課題と結論がわかる形に要素として興したものである。
上記のように編集しているから，このコーナーは授業において様々な扱い方が可能である。扱い方の例を下記に示しているから，参考にされたい。
① 事前に生徒に予習させておき，授業の中で生徒に説明させる。
② 事前に生徒に予習させておき，教員が，何が既習内容であって何が新たに得られた考え方であったかを解説する。
③ 従来通り，教員が解説する。
④ 生徒同士で話し合わせ，考えたり調べたりしたことを発表させる。また，他の生徒の発表内容と自分の発表内容を比較させ，気付いたことをレポートとして提出させる。これをもとに主体性や協働的な学びに向かう姿勢などを評価し活用する。
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